
昼夜

年

有

H検2級（1年） ③ 145人 89人
H検1級（2年） ③ 100人 84人
観光英検3級（1年） ③ 137人 73人
和食検定（1年） ③ 121人 81人
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾏﾅｰ検定 ③ 153人 153人
ﾚｽﾄﾗﾝｻｰﾋﾞｽ技能検定 ① 6人 6人
TOEIC500点以上 ③ － 25人
ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ基礎力検定 ③ 44人 42人
ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ技能検定 ① 35人 30人
ﾊﾟｰｿﾅﾙｶﾗﾘｽﾄ検定 ③ 13人 13人
ﾌｫｰﾏﾙｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ検定準2級 ③ 4人 4人

■卒業者に占める就職者の割合 ：81.4%

■就職希望者数

■主な就職先、業界等  2023年度卒業生（令和5年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

主な資格・検定名 種別

■その他　　※（　）は夜間部を含めた全体

　・海外ホテルインターンシッププログラム：6人（6人）
　・国内進学：１人（1人）
　・海外留学：3人（3人）
　・外国人留学生帰国：0人
　・アルバイト：13人（13人）
　・その他：3人（3人）　※語学留学、ﾜｰｷﾝｸﾞﾎﾘﾃﾞｰ等を含む

■就職者数
：　100%
：　118人
：　169人
：　145人

全体で90.8%
全体で100％
全体で178人

受験者数 合格者数

全体で178人
全体で196人

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定の内、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定の内、修了と同時に受験資格を取得するもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
　・本校主催「弁論大会」の開催（日本語部門及び英語部門）
　・本校主催「JHS新規接客コンテスト（ブライダル科対象）の開
催
　・HRSサービスコンクール　カレッジ部門出場・金賞受賞
　・全国専門学校英語スピーチコンテストへの出場

2023年度（令和5年度）卒業者に関する2024年6月1日時点の情報

■卒業者数

長期休み

■学年始：4月1日
■夏　 季：8月1日～8月31日
■冬　 季：12月26日～1月5日
■学年末：3月21日～4月10日

　自己理解、社会・業界理解、ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝの考え方
　面接指導、履歴書等添削指導、就職ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ、企業説明会開催

帝国ホテル東京、森ビルホスピタリティコーポレーション、西
武・プリンスホテルズワールドワイド、パレスホテル東京、ミリ
アルリゾートホテルズ、日本ホテル㈱、ヒルトン東京、横浜ベ
イホテル東急、セルリアンタワー東急ホテル、ベストブライダ
ル、明治記念館、ひらまつ、(株)グッドラックコーポレーション
他全国のホテル等に就職

卒業・進級
条件

■卒業要件
　卒業認定に必要な単位数を取得している。
　学費、学生会館寮費等を所定の期日迄に納めている。
　卒業認定に際し必要な資格を取得している。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類 
■個別相談・指導等の対応 野球部、軽音楽同好会、レストラン研究会、ダンス同好会、

フットサル同好会、サービス研究会、ホテル＆ブライダル研
究会、環境デザイン同好会、クリエイター部、学校行事の運
営協力スタッフ
学校説明会等の学生スタッフ協力、他

　クラス担任によるクラス運営・指導・面談、保護者との連携
　スクールカウンセラーによる面談、相談、指導
　学業サポート、学校生活相談、学生生活相談
　検定対策ゼミ、事前対策講座
　奨学金に関する相談、申請手続き支援、返済方法説明等 ■サークル活動： 有

2023年度実績

就職等の
状況※２

■就職率　

■就職指導内容

　服装指導、個人相談、個人面談、卒業生就職体験談、他

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

600人 320人 7人 15人 63人 78人

A,B,C,D,（成績順）、R（認定）、F（不
認定）を決定し単位付与

評価の基準 試験点、出席状況を基準

評価の方法

0時間 0時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
2,436時間 706時間 770時間 960時間

認定年月日 2014年（平成26年）3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

学科の目的

　学校教育法に基づき、教育理念・教育目標を実現するため、ホテル、ブライダル、英語を中心に、授業と実習において教育課程の一体化を
図り、職業に必要なサービスから経営までの幅広い専門知識と技能・技術、実践的能力を育成し修得する。
　そして、ホテル業界等で幅広く活躍できる人材、ホスピタリティ精神を身につけ実践できる国際人及び豊かな社会性を有した人間を育成し、
観光・ホテル・ブライダル業界の発展に寄与することを本学科の目的とする。

　【教育理念】　一、礼と節を重んずる人間の育成　一、ホスピタリティ精神の体得と実践　一、理論と実技の一体化によるサービスの創造
一、国際的視野に立脚した人間の育成　一、広く社会に貢献する人間の育成

03-3360-8231
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

学校法人
日本ホテル学院

平成21年3月4日 石塚　勉
〒164-0003　東京都中野区東中野3-15-14

（電話）

商業実務 商業実務専門課程 国際ホテル学科
平成17年3月9日文部科学

省告示第32号

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

（別紙様式４）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

【職業実践専門課程認定後の公表様式】

専門学校
日本ホテルスクール

昭和62年4月1日 石塚　勉
〒164-0003　東京都中野区東中野3-15-14

（電話） 03-3360-8231

（前回公表年月日：2023年（令和5年）9月15日）
2024年（令和6年）9月30日現在 ※１



23 人 6.9 ％

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

　クラス担任制による指導、個人面談の実施、定期的なアンケート調査の実施、保護者への連絡・連携、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの配置、健康管理・把
握、各種相談（転部相談・公的奨学金の貸与、教育ローンの利用）、教職員会議での情報共有、退学時における面談・助言

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
　・特待生奨学金　　　　入学選考時に選抜。1年次授業料の全額、半額、一部を免除する制度
　・AO特待生奨学金　　　　AO入学選考受験者を対象とした奨学金。選抜により１年次授業料の一部を免除する制度
　・進級特待生奨学金　１年次成績、１年次出席率等総合的観点から選抜した優秀な学生に対し２年進級時に奨学金を支給する制度
　・修学支援奨学金　　 入学後の修学において経済的な支援を必要と判断された方に支給する制度。支給対象は1年次
　・夜間部授業料月払　授業料一括納入の負担を軽減し、手数料なしで年間授業料を12分割し月々支払うことができる制度
　・特待生奨学金（外国人留学生対象）　　　　入学選考時に選抜。１年次授業の一部を免除する制度
　・応急奨学金　　　　　 在学中、経済状況の急変等により学業継続が困難になった学生に対し無利子で学費相当額を貸与。卒業後に返済
　・高等教育の修学支援新制度　授業料等減免、給付型奨学金　募集時期は本校入学後4月中旬を予定
　・公的奨学金（日本学生支援機構奨学金、東京都育英資金）申請サポート、在学中の貸与案内、卒業後の返済説明等

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価  ：　無

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
URL  https://www.jhs.ac.jp

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率 ※昼間部
　2023年（令和5年）4月1日時点において、昼間部在学者331人（2023年4月1日入学者を含む）
　2024年（令和6年）3月31日時点において、昼間部在学者308名（2024年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

　進路変更（7人）、就学不良（5人）、体調不良（8人）、経済的理由（1人）、その他（2人）



③
③
③
③
③
①

（年間の開催数及び開催時期）

教育課程編成委員会は2013年度（平成25年度）から年2回の開催を基本としている。

開催方法は直接対面での開催又はオンライン形式での開催、いずれかで実施する。近年の状況は以下の通り。

2020年度 令和2年度
2021年度 令和3年度 新型コロナウイルス感染症が依然として流行拡大し、緊急事態宣言、まん延防止等重点措置が長期に渡る。

第15回 2022年03月11日（金）　14：00～15：30 本校を発信元にしてオンラインで開催
2022年度 令和4年度 第16回 2022年09月29日（木）　14：00～15：15 本校を発信元にしてオンラインで開催

第17回 2023年03月14日（火）　14：00～15：30 本校を発信元にしてオンラインで開催
2023年度 令和5年度 第18回 2023年07月12日（水）　14：00～15：30 本校を発信元にしてオンラインで開催

第19回 2023年12月06日（水）  14：00～15：30
2024年度 令和6年度 第20回 2024年07月18日（木）　14：00～15：30

学校教職員関係者の任期は特に定め
ず、学内の組織変更等が発生した（する）
場合、業務の役割や状況を見つつ委員
の継続又は交代の判断を行う。

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　①年間開催回数：2回を基本　②開催時期：7月、12月を基本とする。外部要因や諸事情で予定月に開催できない場合は日程を調整する。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の為、委員会の開催を中止

委員会は開催せず、感染状況を確認しながら学校の教育活動を行う。

新型コロナウイルス感染症が収まらない状況において、学校の感染対策の状況、教育活動やオンライン授業の実
施状況、式典・行事の実施状況、企業での実習が全面中止、実習に代わる講座「ホスピタリティ実践プログラム」の
実施

　委員会で出された意見や提案等は、成果や効果、学生への影響などを見定めて、教育課程全体や年間の教育計画（スケジュール）等を確認し、
すぐに実行できること、細部にわたる検討が必要なこと、数年後の導入に向けた取組みなどを整理し対応している。
　教育課程編成委員会では、当年度の教育の基本的考え方や重点計画、次年度の教育課程の方針や編成、企業と連携した実習や演習の充実、
学生指導における注意点などを委員に説明し、一定の理解と賛同を得て実行している。
　今後も授業方法の更なる改善や工夫、新科目の導入や現科目の見直し、講義の進め方などを共に協議、検討していく予定である。また、将来的
にホテル専門学校として必要かつ取り組むべき課題、教育について委員に意見を求め参考にしていく方針である。

委員に対しては最近の教育活動について文書を送付し状況の概況を伝えた。

本校を発信元にしてオンラインで開催
本校を発信元にしてオンラインで開催

武内　悟

石塚　勉

専門学校日本ホテルスクール　企画部企画室主席

専門学校日本ホテルスクール　理事長 校長
湯谷　昌生 専門学校日本ホテルスクール　専務理事 事務局長
石塚　崇 専門学校日本ホテルスクール　理事 総経部長

佐藤　健太郎
中山　万作
山本　浩子

専門学校日本ホテルスクール　教務室長
専門学校日本ホテルスクール　副校長 国際室長
専門学校日本ホテルスクール　副校長 教育部長

片岡　衛 専門学校日本ホテルスクール　企画部企画室参事

㈱タップ　ホスピタリティサービス工学研究所
森トラスト・ホテルズ＆リゾーツ㈱

藤原　猛
渡邊　訓子

2022年10月1日～2024年9月30日
2022年10月1日～2024年9月30日

大澤　伸江

鶴本　浩司

【学校関係者】

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成
を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

　ホテル等の職業に必要なサービスから経営に至る実務知識や実践的かつ専門的能力、技術を育成するため、授業、実習、演習等において企業
等と連携・協力し、ホテル等の専攻分野における教育課程を体系的に整備し、職業の理解と専門知識の修得、実践力の向上を目指し教育課程の
編成を行う。
　そして、企業との緊密な連携の下、理論（授業）と実技（実習）を一体化させ、均衡・調和のとれた教育課程を編成し、もってホテル等の関係業界
で活躍し中核となる人間を育成することを基本方針とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け　※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　本校の教育課程編成委員会は年2回開催し、本校の専攻分野に関する企業、団体等との連携体制を確保して、学校が主体的に開催、運営する
委員会として位置付けており、学校組織図において明確に記載している。
　学校と企業との協力体制の下、教育課程編成委員会は授業科目開設の検討、授業内容の検討、ホテル専門学校にとって必要な教育、目標とす
る学修成果、均衡の取れた教育課程編成、関連業界で活躍できる育成人材像の検討、更には業界の動向、企業への就職状況等について幅広く
意見交換を行い、委員会活動の充実に努めている。
　委員会で出された意見や提案等は、学内の経営・運営に関する会議や教育関連会議等において必要に応じて都度検討し、次年度以降の教育
課程に反映できるかどうかの審議、評価、判断を行っている。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

氏　名 （順不同）
202４年8月15日現在

所　　　属 任　期（2年） 種別
【企業等の委員】 

勇　　 茂樹

㈱ホテルオークラ東京

トラベルボイス㈱
㈱西武・プリンスホテルズワールドワイド

一般財団法人日本ホテル教育センター

2023年11月1日～2025年10月31日

2022年10月1日～2024年9月30日
2023年03月1日～2025年2月末日

2023年11月1日～2025年10月31日

加藤　美恵子



■ホテル等での実習等

■演習等

■実習における学修成果の評価について

　1年次の第1回実習は導入教育として位置付け、学校での基礎教
育、事前教育を経て企業担当者の指導の下、仕事に対する姿勢、接
客基本動作の習得、仕事を覚え実践することを主眼に8週間実施。各
自で実習期間中の目標設定を行い、実習終了後は評価や総評等を
記載した実習評価表や勤務時間記録表等をもとに、所定の単位を認
定する。

ホテルオークラ東京、帝国ホテル、㈱西武・プリ
ンスホテルズワールドワイド、アマン東京、㈱ベ
ストホスピタリティーネットワーク、㈱セルリアンタ
ワー東急ホテル、ヒルトン東京、マンダリンオリエ
ンタル東京、リゾートトラスト㈱、㈱芝パークホテ
ル、㈱森ビルホスピタリティコーポレーション、明
治記念館、横浜ロイヤルパークホテル、日本ホ
テル㈱ホテルメトロポリタン、㈱WAO!!STYLE

実 習 1

【ホテル実習等における特記事項】

実 習 3

　学内で実施する演習授業として、ホテルにおける主に料飲部門、宴
会部門の知識や役割、位置付け、業務特性等を学習。接客基本動作
やサービス方法の習得、サービス演習を主体に、実務を通じて知識と
技術を基礎から学び習得する。更に、ホテルの重要商品である婚礼
に関する基礎知識とサービス演習を実施する。

株式会社翼会

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
　※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例　※科目数については代表的な５科目について記載。連携企業は2023年度の企業名を記載。

　年度開始前に、実習で連携する企業との間で実習教育に関する覚書を締結し、実習の目的、内容、期間、勤務に関する基本事項、遵守事項等
を確認し定めている。ホテルでの実習は、ホテル業務に必要な専門知識及び技術・技能の習得、接客サービスの基本体験、仕事内容の理解向
上、職場環境への早期適応等を目的に、宿泊・料飲・宴会の各部門の業務を就業する機会を設定する。実習は2年間の在学中に異なる企業で8週
間単位で3回、計24週間実施し、提携企業は毎年度25社程度。また、専門科目を中心に企業から講師を招き、年間授業計画に基づき、職業に必
要な知識及び技術の修得、業界の最新動向や現状の理解に力を入れている。

　演習関連の授業について、実習前及び実習後のフォロー教育を行いつつ、年間を通じて企業と教職員が連携し、学生に対し実技、演習関連の
実務知識と技術を教授し、接客時の挨拶や振る舞い、基本動作、接遇方法、サービス方法などの実践的な職業教育を行っている。

科　目　名 科　目　概　要 主な連携企業等（2023年度）

　1年次の第2回実習は基礎教育として位置付け、1回目の実習とは
異なるホテルで8週間実施する。学校教職員と連携し企業担当者の
指導の下、専門知識と技術の修得、各部門の業務特性の理解、接客
サービス・技術、業務の流れ、コミュニケーションの重要性等を学び職
業観の修得、実際の仕事の理解を深めることを行う。実習終了後は
所定の単位を認定する。

ホテルオークラ東京、帝国ホテル、㈱西武・プリ
ンスホテルズワールドワイド、アマン東京、㈱ベ
ストホスピタリティーネットワーク、㈱セルリアンタ
ワー東急ホテル、ヒルトン東京、マンダリンオリエ
ンタル東京、リゾートトラスト㈱、㈱芝パークホテ
ル、㈱森ビルホスピタリティコーポレーション、明
治記念館、横浜ロイヤルパークホテル、日本ホ
テル㈱ホテルメトロポリタン、㈱WAO!!STYLE

実 習 2

　2年次の第3回実習として総まとめ、応用教育として位置づけて実
施。最後の実習として就職を意識した取り組みが大切であることは勿
論、担当業務を行いながらホテル全体の動き、組織体制、ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
等の管理職の役割や言動、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟのあり方、企業で働く心得、各
部門の業務内容や特性などを学ぶ。実習終了後は所定の単位を認
定する。

ホテルオークラ東京、帝国ホテル、㈱西武・プリ
ンスホテルズワールドワイド、アマン東京、㈱ベ
ストホスピタリティーネットワーク、㈱セルリアンタ
ワー東急ホテル、ヒルトン東京、マンダリンオリエ
ンタル東京、リゾートトラスト㈱、㈱芝パークホテ
ル、㈱森ビルホスピタリティコーポレーション、明
治記念館、横浜ロイヤルパークホテル、日本ホ
テル㈱ホテルメトロポリタン、㈱WAO!!STYLE、
ザ・カハラ・リゾート＆ホテル横浜

　新年度開始前、学校と全実習企業は覚書を締結し、実習の目的、実習内容、実習期間、勤務時間、評価方法等について確認を行っている。実習
で修得した知識及び技術等は、実習評価表を活用し、実習終了時に企業の配属先職場責任者が実習期間中の評価及び総評を記入する。実習終
了後は、学生が記入した実習報告書等で実習の出勤状況や修得事項等の確認を行い、職場責任者が記載した実習評価表を参考にして、実習担
当教員が中心となって成績評価及び単位認定を行っている。
　そして、実習で得た知識、職場で働く心得、接客方法・技術等は、関連授業や実習報告会等において振り返りと総括を行い、実習に関するアン
ケート・感想を記入し、次回以降の実習に活用している。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

　教育理念の一つ「理論と実技の一体化によるサービスの創造」に基づき、ホテル等において必要な職業に関する実務及び経営の知識、専門分
野の知識を育成するため、教育課程において授業（理論）と実習（実技）を交互に行う教育システムを整備し教育の一体化を図り、体系的かつ実践
的な職業教育を行っている。
　ホテル等の企業との連携による実習・演習は、職業意識や勤労観を高め、講義で得た知識や実技授業で得た技術を向上させ、指導者の指導を
得ながら更なる向上を図り、もって観光及びホテル業界等で活躍できる人材を育成することを基本方針とする。

基本的に学校教職員で対応しつつ、非常勤
講師（連携企業）と緊密に連携し、授業の年
間教育計画作成、授業内容の向上、改善、
工夫に努めている。

料飲宴集会実務

　演習授業の一環として実施し、「お客様の期待を超えるサービス」を
テーマに、レストランサービスの高等技術や料飲関係の専門知識、各
種食材の知識、身がい者に対するサービス介助方法などについて、
演習を通じて実践し体得する。

ホスピタリティ実務



※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

年月日 出席者

2023.9.4 教職員2人

2023.12.14 教職員1人

2023.12.16 教職員1人

年月日 出席者

2023.9.14 教職員1人

2023.10.27 教職員1人

2023.11.10 教職員1人

2023.11.22 教職員1人

2023.12.5 教職員1人

2024.2.17 教職員1人

2024.2.29 教職員1人

年月日 出席者

2023.9.1 教職員1人

2023.11.2 教職員1人

2023.11.18 教職員1人

2023.11.22 教職員1人

2023.12.7 教職員1人

2024.6.27 教職員2人

2024.7.2 教職員2人

2024.7.31 教職員1人

2024.8.5 教職員1人

2024.8.20 教職員1人

2024.8.30 教職員1人

インストラクショナルデザイ
ン入門編

（２）研修等の実績　（2023年6月～2024年8月迄）

①専攻分野における実務に関する主な研修等

ホテル業界、ブライダル業界の仕組みや観光・宿泊産業の現
状と未来について学ぶことで、今後の業務や将来の学生指
導に役立てる

主な受講内容・目的等

インストラクショナルデザインの基本を確認し、シラバス作成
に向けて知識を拡充するため

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

固定資産の会計処理事務のポイントや資産管理について
学校法人における固定資産
に関わる会計処理実務

一般社団法人日本経営協会

学校法人における中長期収
支計画の作成実務

主な受講内容・目的等主催団体・企業研修名

今後の中長期計画策定に対する知識の習得など

新任事務長のための学校法
人会計マスター

一般社団法人日本経営協会
学校法人の制度と会計、事務長としての責務・実務を検証す
るため

学校法人における税務実務 一般社団法人日本経営協会 学校法人における収益事業・法人税についての学習理解

キャリアコンサルタントのた
めの組織開発講座（入門
編）

特定非営利活動法人キャリ
アカウンセリング協会

組織コーディネートのスキルを身につけ、よりよい職場を作っ
ていくため

立教大学後続講座「ホスピ
タリティ・マネジメント講座」

一般社団法人日本経営協会

学校法人会計研修会【管理
者】

東京都専修学校各種学校協
会

東京都私学部担当者による実務に関わる研修

学校法人における予算編
成・管理のすすめ方

一般社団法人日本経営協会
学校法人会計基準改正に伴う令和7年度予算策定の留意
点、予算管理について

令和7年度私立学校法・学校法
人会計基準改正対応セミナー 一般社団法人日本経営協会 学校法人会計基準改正について学ぶ

令和5年度中堅教職員研修会
「リスクマネジメント（クレーム
対応）」

留学生の出入国審査・在留審査業務の理解のため

コミュニケーション能力開発のアプローチとして広く活用される対
話型鑑賞を深く学び、SNSコミュニケーション科の授業に活用す
るため

インストラクショナルデザインを現場で応用する術を学び、シラ
バス作成に活かすため。

専門学校留学生担当者研
修会

一般財団法人職業教育・
キャリア教育財団

2024年度大学生と学ぶ対話
型鑑賞ファシリテーション講
座

京都芸術大学

インストラクショナルデザイ
ン応用編

熊本大学

大学教職員のための
ChatGPT・AR・VRセミナー

立教大学観光研究所

研修名 主催団体・企業

パワハラ防止研修体験セミ
ナー

弁護士法人ALG&Associates
今後、職員の「パワハラ」に関する研修の必要性を感じてい
るため、同研修を体験することにより研修の方向性を見出す
ため

②指導力の修得・向上のための主な研修等

ソーシャルデザイン集中講
座2023

　教職員の資質及び能力向上を図るため、特に専攻分野における授業、学校業務に必要とされる知識、技能、技術を修得・向上を図る研修や学
生に対する指導力、講義力等の修得・向上を図る研修、更には教育業界等の現状や実態の理解促進を図る研修等を実施する。
　また、外部機関主催の教育に関する研修、関連業界に関するセミナーへの参加や各種資格取得講座の受講、資格等の受験を積極的に推奨す
る。これらは、学内に「業務研修・自己啓発学習支援規程」（平成29年9月1日一部改訂施行）を策定し、計画的、組織的、継続的な研修等の機会を
確保し、対象は全教職員と定めている。
　本規程を基本に、教職員に対する研修・研究、自己啓発学習の支援や研修会・セミナーへの参加を促進し、学校として支援体制の充実を図り、
もって教職員に対する研修を推進することを基本方針とする。

「ホテル会計入門講座～数字を
味方にするコツとユニフォーム会
計」

宿屋大学 シラバス作成・学生指導に役立てる

今後のウェディング業界の方向性を知り学生指導に役立てる
と同時に、業界とのネットワークの強化を図る

研修名 主催団体・企業

ウェディングシンポジウム2023
「ウェディング業界次世代の本音
に迫る」

ウェディングシンポジウム事
務局

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

主な受講内容、目的等

日経ビジネススクール
ソーシャルビジネスの潮流に関する知識を深め、国際情勢授
業で活用できるアイディアを得るため

留学生受入れ及び在留手
続きと申請等取次研修会

東京都専修学校各種学校協
会

外国人留学生の実習にかかる申請取次を行う

③学校業務に必要な研修等の受講

留学生40万人計画～これか
らの大学広報が届けるべきこ
ととは～

WOVN GLOBALIZED
今後増加するであろう留学生に対する広報のあり方を学ぶ
ため

一般財団法人職業教育・
キャリア教育財団

クレーム対応の原理・原則を確認し、諸問題への対応力を高
める

熊本大学

ビズアップ総研 新技術と高等教育機関での活用方法についての情報収集



中堅教員研修会

概要：専修学校教育において、実践的・中核的・専門的な役割を担う中堅教員の育成を目的に実施する。

科目名：

①学級経営・学生対応（学級経営の効果的手法と学生の個別カウンセリング）

②教職員のキャリアデザインワークショップ（これからの専修学校を担う自立型教職員育成研修）

③新任指導力（メンタリング）

④体系的カリキュラム・シラバス作成（インストラクショナル・デザイン）

実施予定時期：7月～8月、対象者及び人数：教職員2名程度、連携団体：一般社団法人職業教育・キャリア教育財団

その他研修会等への出席予定

・公益社団法人東京都専修学校各種学校協会等が主催する研修会等への参加

・教育業界、研究機関等が主催するセミナーや研修会への参加

・観光関係団体、宿泊業界、企業等が主催するセミナーや研修会への参加

（３）今後の研修等の計画・予定、学内の取組み等



（１）学校関係者評価の基本方針

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評
価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

　「学校関係者評価」は、学校評価に関する関連法令に基づき、学校と密接に関係する企業や教育関係者、団体等の学校関係者との協力・連携に
より、学校自らが実施する「自己評価」の評価結果についての客観性・透明性を高めるとともに、学校運営全体の更なる向上と改善を図り取組むこ
とを目的とする。
そして、教育活動、学生支援その他の学校運営全体の状況に関する評価を適切かつ積極的に行い、その結果に基づき、課題や改善方策を発見し
学校運営の更なる改善に努める。学校関係者評価結果はホームページ等を通じて広く社会に公表し、学校として主体的、継続的な取組みを行っ
ていくことを基本方針とする。

○教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用具等を整備しているか。
○学外実習、インターンシップ、海外研修等の実施体制を整備しているか。
○防災に対する組織体制は整備し適切に運用しているか。
○学内における安全管理体制を整備し、適切に運用しているか。

○就職等進路に関する支援組織体制を整備しているか。
○退学率の低減が図られているか。
○学生相談に関する体制を整備しているか。
○留学生に対する相談体制を整備しているか。
○学生の経済的側面に対する支援体制を整備しているか。
○学生の健康管理を行う体制を整備しているか。
○学生寮の設置など生活環境支援体制を整備しているか。
○課外活動に対する支援体制を整備しているか。
○保護者との連携体制を構築しているか。
○卒業生への支援体制を整備しているか。
○産学連携による卒業後の再教育プログラムの開発・実施に取組んでいるか。
○社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備しているか。

○就職率の向上が図られているか。
○資格・免許取得率の向上が図られているか。
○卒業生の社会的評価を把握しているか。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（１）教育理念・目標

（２）学校運営

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

○理念・目的・育成人材像は定められているか。
○育成人材像は」専門分野に関連する業界等の人材ニーズに適合しているか。
○理念等の達成に向け特色ある教育活動に取組んでいるか。
○社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いているか。

○理念に沿った運営方針を定めているか。
○理念等を達成するための事業計画を定めているか。
○設置法人は組織運営を適切に行っているか。
○学校運営のための組織を整備しているか。
○人事・給与に関する制度を整備しているか
○意思決定システムを整備しているか
○情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか

（３）教育活動

○理念等に沿った教育課程の編成方針、実施方針を定めているか。
○学科毎の修業年限に応じた教育到達レベルを明確にしているか。
○教育目的・目標に沿った教育課程を編成しているか。
○教育課程について外部の意見を反映しているか。
○キャリア教育を実施しているか。
○授業評価を実施しているか
○成績評価、修了認定基準を明確化し、適切に運用しているか
○作品及び技術等の発表における成果を把握しているか
○目標とする資格・免許は、教育課程上で明確に位置づけているか
○資格・免許取得の指導体制はあるか
○資格・要件を備えた教員を確保しているか。
○教員の資質向上への取組みを行っているか
○教員の組織体制を整備しているか

（６）教育環境

（５）学生支援

（４）学修成果



種別
教育団体
業界団体

2023年12月1日～2026年11月30日 卒業生
2023年12月1日～2026年11月30日 卒業生
2023年12月1日～2026年11月30日 卒業生

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　）　　） URL:https://www.jhs.ac.jp

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（３）学校関係者評価結果の活用状況

（７）学生の受入れ募集

○学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定しているか。
○学校及び法人運営にかかる主要な財務数値に関する財務分析を行っているか。
○予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行っているか。
○私立学校法及び寄附行為に基づき、適切に監査を実施しているか。他

○高等学校等接続する教育機関に対する情報提供に取組んでいるか。
○学生募集活動を、適切かつ効果的に行っているか。
○入学選考基準を明確化し適切に運用しているか。
○入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用しているか。
○経費内容に対応し学納金を算定しているか。
○入学辞退者に対し、授業料等について適正な取扱を行っているか。

専門学校日本ホテルスクール　同窓会
専門学校日本ホテルスクール　同窓会
専門学校日本ホテルスクール　同窓会
一般財団法人日本ホテル教育センター
全国語学ビジネス観光教育協会

（１１）国際交流

○学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか。
○国際交流に取組んでいるか。
○学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っているか。

2022年09月1日～2025年08月31日

花澤　彩
相澤　克己
乙部　彩佳
浅山　恵一

2021年11月1日～2024年10月31日

（９）法令等の遵守

（１０）社会貢献・地域貢献

○法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っているか。
○学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか。
○自己評価の実施体制を整備し、評価を行っているか。
○自己評価結果を公開しているか。
○学校関係者評価の実施体制を整備し評価を行っているか。
○学校関係者評価結果を公表しているか。
○教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか。

2023年6月1日現在

氏　名 所　　　属 任　期（3年）

（８）財務

　学校関係者評価に関する実施体制を整備し、本校自らが行った自己評価の結果を関係者により組織した学校関係者評価委員会で報告し、学校
運営状況の理解、委員からの意見、感想、評価する点、改善点等を聴き、教育活動及び学校運営に活用する。
　学校関係者評価委員会による評価結果は「学校関係者評価報告書」にまとめ、教育活動及び学校運営等の改善、質の保証及び向上に継続的
に努めることとする。学校関係者評価結果はホームページ等を通じて広く社会に公表する。

※（１０）及び（１１）については任意記載。

渡辺　淳

（６）学生の生活支援
学校独自の奨学金、公的な奨学金、教育ローン、夜間部授業料月払い
プリンスホテル修学サポート制度、入寮研修生制度、JHS学生会館、ｱﾊﾟｰﾄ・ﾏﾝｼｮﾝ紹
介、ｱﾙﾊﾞｲﾄ紹介

（２）各学科等の教育

国際ホテル学科ホテル科、英語専攻科、ブライダル科、ホテルSNSコミュニケーション科
夜間部の特徴、２年間の学び、授業、カリキュラム、実習制度、履修科目・単位一覧、実
務教員による授業科目一覧、シラバス（授業計画）、目指す資格、コンクール、ステイマ
ナー宿泊研修、講師紹介、教科書紹介

（３）教職員 校長挨拶、講師紹介、教職員コラム

（４）キャリア教育・実践的職業教育
キャリアデザインの考え方、内定者速報、主要就職先企業一覧、求人動向、内定者コメ
ント、採用担当・企業の皆様

（５）様々な教育活動・教育環境
海外留学制度、海外ホテルインターンシッププログラム、海外研修旅行、海外大学編入
制度、留学・海外研修後の進路

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　情報公開に関する関連法令、専門学校における情報提供等への取組に関するガイドラインに基づき、学校の概要、理念、方針、特長や授業や実
習等の教育全体を通じて修得する知識、技能、学修成果、更には学校生活、進路選択の上で適切な情報を分かりやすく正確、迅速に公表し、特
色ある教育活動全体について積極的に情報提供を行う。
　そして、学校運営に関する情報やデータを日常的に収集、整理、更新、提供し、社会への説明責任を果たすとともに、学校の信頼を高め、広く情
報の周知を図ることを基本方針とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
学校法人日本ホテル学院について、建学の精神、教育理念、校長挨拶
歴史、沿革、校歌、校章、教育内容、講師紹介、学校基礎データ

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等
（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する
情報を提供していること。」関係

公表時期 12月又は1月

https://www.jhs.ac.jp/


（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　） URL https://www.jhs.ac.jp

（１１）その他

保護者の皆様、卒業生の皆様、外国人留学生の皆様、採用担当・企業の皆様、遠方の
皆様、JHSたより（学校通信）、学則、事業報告書、職業実践専門課程の基本情報「別
紙様式4」、高等教育学費支援に関わる申請書、ディプロマポリシー、カリキュラムポリ
シー、アドミッションポリシー、JHSたより、本校までのアクセス　他

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

（８）学校の財務
財務状況関係（貸借対照表、資金収支計算書、事業活動収支計算書、財産目録）
監査報告書

（９）学校評価 自己評価報告書、学校関係者評価報告書

（１０）国際連携の状況
海外留学制度、海外ホテルインターンシッププログラム、海外研修旅行、海外大学編入
制度、留学・海外研修後の進路、海外からの便り

（７）学生納付金・修学支援
昼間部学費、夜間部学費、海外留学制度学費、入学までの流れ、入学案内、募集要
項、AO入学選考について、入学選考日程、学費について、外国人留学生の皆様
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○ 国際情勢１
平和で安定した国際社会が観光産業の発展に繋がるこ
とを理解し、グローバル化する国際情勢における政治、
経済、国家間の関係等について理解を深める。

1
通

28.8 2 ○ ○ ○

○
異文化
コミュニケーション

異文化を理解し受入れること、尊重し合うことの大切さを
考え、外国人から見た日本人の生活、習慣について考
察し、主要各国の国情、生活習慣等について学習する。

1
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ ﾋﾞｼﾞﾈｽｽｷﾙ１
企業及び組織における仕事に対する基本姿勢、取り組
み方、会社のルールなど社会人としての基本を学習し、
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの重要性を習得する。

1
通

28.8 2 ○ ○ ○

○
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ｱﾜｰ１

クラス担任からの全体指導時間として履修案内、行事、
定期試験、検定試験、進級・卒業等の伝達、関連業界ト
ピックス、就職指導等に関して理解を深める。

1
通

28.8 1 ○ ○ ○

○ ホテル総論
ホテル産業全体の理解を深めることを目的に、業界の歴
史、現状、課題を理解しホテル業務の基本である宿泊、
料飲、宴会等の各部門の業務を体系的に学習する。

1
通

28.8 2 ○ ○ ○ ○

○ ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ・ﾂｰﾘｽﾞﾑ
観光全般に関する知識、理解を深め、国内外の観光事
情、観光がもたらす影響、観光と宿泊産業、旅行産業等
の関わりなどについて幅広く学習する。

1
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

就職、進学、海外研修等の卒業後の進路や将来像を具
体化するため、就職活動心得、業界の理解、求める人
材等を理解し、面接対策や履歴書等の記入を実践す
る。

1
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ 実習教育概要
企業実習の概要、目的等を説明し、企業で働く心得や実
習生の立場、実習に望む姿勢、実習の注意点、知識及
び技術の修得方法等を総合的に学習する。

1
前

14.4 1 ○ ○ ○

○ 宿泊業務論
ホテルにおける宿泊部門の位置づけを理解し、宿泊部
門の組織、宿泊関係の業務内容、役割、特性、業務の
流れ、関連部署との関わり等を学習する。

1
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ 宴会業務論
結婚披露宴などの宴会部門のサービスの基本知識から
ブライダル関連の業務内容を、「料飲宴集会実務」の科
目と並行して学習する。

1
後

14.4 1 ○ ○ ○

○ 和食
主に和食と和食文化を学習する授業で、食卓からみる
和食、和食文化と食事様式、地理的、気候的、歴史的背
景、地域の食材、四季の食材などの理解を深める。

1
通

28.8 2 ○ ○ ○ 〇

○ ﾒﾆｭｰ解説

料理に関するﾒﾆｭｰの基本知識、基本構成、形式、役割
等を理解し、ﾌﾗﾝｽ料理、ｲﾀﾘｱ料理、日本料理、中国料
理などの歴史や食材についての専門知識の理解を深め
る。

1
通

28.8 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（商業実務専門課程　昼間部国際ホテル学科）　２０２４年度（令和６年度）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
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○ 飲料解説
飲料と食文化との係わりや歴史、民族性などを踏まえ、
ﾜｲﾝ､ｳｲｽｷｰ､ﾋﾞｰﾙ､ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｰ､ｶｸﾃﾙ等の原材料や商品特
性等を学び、飲料に関する専門知識を習得する。

1
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ ホテル公衆衛生
食品等を取り扱う上での安全性の確保、心地よい空間・
環境の確保をする上の環境衛生や感染症対策などを学
習し、理解を深める。

1
後

14.4 1 ○ ○ ○

○
バンケット
サービス論

ホテルにおける料飲、宴会部門の位置付けを理解し、接
客基本動作や演習を主体にサービス実務、接客技術を
基礎から学び実践する。宴会、婚礼の業務内容や理解
も深める。

1
前

28.8 2 ○ ○ ○ ○

○
レストラン
サービス論

ﾚｽﾄﾗﾝｻｰﾋﾞｽの接客基本動作を体得しｻｰﾋﾞｽ演習を主
体にマナーや業務特性を学習。またホテルにおける料
飲部門の位置づけや実務知識、接客技術等を体系的に
習得。

1
後

14.4 1 ○ ○ ○ ○

○ 情報ﾘﾃﾗｼｰ１
業務上必要な情報活用処理能力を高めることを目的
に、ﾊﾟｿｺﾝの基本操作、文書作成、表計算、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等
の理解を深める。SNSに関する適切な使用も指導。

1
通

28.8 1 ○ ○ ○

○ 観光英語１

観光全般において活用できる英語を習得する科目で、
旅行、空港、ﾎﾃﾙ、ﾚｽﾄﾗﾝ、交通機関、ﾄﾗﾌﾞﾙ対応等にお
いて、主に外国滞在の場面で対応できる英語を学習す
る。

1
通

28.8 1 △ ○ ○ 　○

○ ﾎﾃﾙ英会話１
ホテルの宿泊部門、料飲部門等で使用する用語や丁寧
な表現、挨拶、感謝や謝罪の英会話を学習し、サービス
を担当する立場から英会話を総合的に習得する。

1
通

28.8 1 △ ○ ○ ○

○ 英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ１

日本に関する基本知識を英語で読む、書くに重きを置
き、基本的な英語による日本の歴史、自然、文化、観光
等を幅広く学習し、日本をより理解することを目的に授業
を展開。

1
通

28.8 1 △ ○ ○ ○

○ 英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ
基礎的な英語の学習項目を取り入れ、「書く」ことを重点
に「聴く」、「話す」、「読む」英語と関連づけ、バランスよく
総合的に英語力の向上を目指す授業。

1
通

28.8 1 △ ○ ○ ○

○ TOEIC１

TOEICテストの出題傾向や範囲等の内容を解説し把握
した上で、英語における総合的な能力及びコミュニケー
ション力向上を目的に行う授業。TOEICテストは全員受
験。

1
通

28.8 1 △ ○ ○ ○

○ 中国語１

基本的な数字や曜日、月などの読み方や綴りを学び、
日常で使用される基本的な挨拶や会話、単文構成、短
い会話など、中国語に触れて慣れることに主眼に基礎か
ら学習。

1
通

28.8 1 △ ○ ○ ○

○ 企業実習１

１年次第１回目の実習として、学校での事前教育及び企
業担当者の指示の下、接客基本動作、担当業務の理
解、仕事を覚え実践することを主眼に、料飲部門等で８
週間実施する。

1
後

320 8 ○ ○ ○

○ 企業実習２

１年次第２回目の実習として、１回目とは異なるﾎﾃﾙで８
週間実施し、担当者の指示の下、各部門の業務特性を
理解し、ｻｰﾋﾞｽ、接客技術、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの重要性を学
ぶ。

1
後

320 8 ○ ○ ○

○
海外研修
旅行１

全員参加の学校行事として東南ｱｼﾞｱを旅行先とし、観光
事情や歴史、文化などを体験。現地関係者との交流やﾎ
ﾃﾙでの宿泊を通じｻｰﾋﾞｽや接客等の理解を深め国際感
覚を育成する。

1
後

60 2 ○ ○ ○

○ 学校行事１

各行事の主旨、目的に則し、入学ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、球技大
会、ｽﾃｲﾏﾅｰ宿泊研修、防災体験、弁論大会、就職ｶﾞｲﾀﾞ
ﾝｽ等を実施。交流を深め職業観の育成に繋がる行事を
設定。

1
通

82 2 ○ ○ ○



○ 国際情勢２
主に国際情勢、国際経済について学習し、国際関係と日
本の立場を理解しグローバリゼーションの動きとは何か
について学習する授業。最新の国際動向も解説。

2
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ ﾋﾞｼﾞﾈｽｽｷﾙ２
ﾋﾞｼﾞﾈｽに関する実務から応用まで総合的に学習する授
業で、会社活動の理解、文書作成、会議の進め方、計
画・ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理、数字の読み方と予算管理等を学ぶ。

2
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ
ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ（国際儀礼）の概要と基本を理解し、国旗、国
歌、国名、国花や基本所作、席次と敬称、振る舞い、挨
拶と紹介の作法、招待状や書状などについて学習する。

2
通

28.8 2 ○ ○ ○

○
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ｱﾜｰ２

２年次は進路や就職決定に向け、就職活動準備、求人
状況、面接指導、内定後の注意事項等の就職全般を指
導する。また卒業生講話の実施、社会人の心得、業界
動向等を指導。

2
通

28.8 1 ○ ○ ○

○ ﾎﾃﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ホテル経営に必要な知識の習得と管理者に求められる
資質、役割等を学習する授業。ホテルの社会的役割、意
義を認識し、業界が抱える課題や今後の動向等も学習
する。

2
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
チームメンバーを導き、組織の目標を達成することを目
的とするリーダーシップに必要な能力を習得する。

2
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ ﾎﾃﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

ホテルを取り巻く現状や環境、取組み等を踏まえ、ﾎﾃﾙ
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの基本的な考え方、安定的かつ継続的に発
展するため、今後の課題や方向性等について学習す
る。

2
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ ﾎﾃﾙ労務管理
企業で働く者として社内の就業及び取り決め等に関する
規程や規則、関連法規、労働契約、人材の募集など、基
本的な労務に関する知識を習得する。

2
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ ﾎﾃﾙ会計

ホテル経営の特性を理解し会計の業務、手順、取引記
録と管理の重要性、部門の収益、原価、人件費などの費
用会計の理解、勘定科目の理解と仕組み等を学習す
る。

2
通

28.8 2 ○ ○ ○

○ ﾌﾛﾝﾄｼｽﾃﾑ

ﾌﾛﾝﾄｵﾌｨｽ業務のﾘｻﾞﾍﾞｰｼｮﾝ、ﾚｾﾌﾟｼｮﾝ、ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ、
ｷｬｯｼｬｰの各業務の内容、手順、業務特性等について理
解し体系的に学習。情報管理の認識を深める授業を展
開。

2
通

28.8 2 ○ ○ ○

○
ﾚｽﾄﾗﾝ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

外食産業におけるﾚｽﾄﾗﾝの位置づけを理解し、業界の
現状、経営の問題や課題、開業前後のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、人材
育成、防災、防犯、衛生管理等に関して学習する。

2
通

28.8 2 ○ ○ ○ ○

○ ﾎﾃﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ
ホテル全体及び施設内外に関するデザインの基本、手
順、ポイント、設計の重要性、建築設備、デザインがホテ
ル運営に与える重要性等を理解し学習する。

2
通

28.8 2 ○ ○ ○

○
ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ
実務論

「お客様の期待を超えるｻｰﾋﾞｽ」をﾃｰﾏに、ﾚｽﾄﾗﾝｻｰﾋﾞｽ
の高等技術、ﾜｲﾝ、ﾁｰｽﾞ、ｶｸﾃﾙの知識、身障者のｻｰﾋﾞｽ
介助等について演習を主体に知識と技術を習得する。

2
後

14.4 1 ○ ○ ○ ○ ○

○ 情報ﾘﾃﾗｼｰ２
ﾊﾟｿｺﾝ及びｲﾝﾀｰﾈｯﾄの活用能力の養成とﾋﾞｼﾞﾈｽで実際
に活用できるようにするため、表計算や効果的なﾌﾟﾚｾﾞﾝ
ﾃｰｼｮﾝを行なうための操作、知識、技能を習得する。

2
通

28.8 1 ○ ○ ○

○ 観光英語２
観光に関する英語力及びｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力の向上を目的
に、海外旅行、観光・ﾎﾃﾙ等の仕事で役立つ英語を学
習。学修成果として観光英語検定2級の取得を目標。

2
通

28.8 1 △ ○ ○ ○



○ ﾎﾃﾙ英会話２
ホテル英会話1の応用編として宿泊及び料飲関連業務
で使用される英会話を中心に、電話対応、緊急時の対
応など、ホテル実務に則した内容で授業を展開。

2
通

28.8 1 △ ○ ○ ○

○ 英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ２
英語の読む・書くを重点に英語で日本の歴史、文化、自
然、社会、観光等を理解し自国及び日本人について理
解を深め説明ができることを目標に授業を展開。

2
通

28.8 1 △ ○ ○ ○ ○

○ ﾎﾃﾙ英語ﾋﾞｼﾞﾈｽﾚﾀｰ
ホテルで使用される英語の文書構成を理解し、業務で使
用する文書、お客様用文書、企業や個人に対する文書
等、様々場面を想定し英語文書の理解を深める。

2
通

28.8 1 △ ○ ○ ○

○ TOEIC２
1年次の授業を継続して2年次の目標スコア到達のた
め、ﾘｽﾆﾝｸﾞ、ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ、ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ、ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの4つの英語
能力の総合的な習得と向上を目標に授業を展開。

2
通

28.8 1 △ ○ ○ ○

○ 中国語２

中国語1を継続し、基礎的な会話、文章を理解し、あわ
せて読むこと、聞くこと、書くこと、そして日常使われる基
礎的応答表現、更には文法的知識の理解を深める授業
を展開する。

2
通

28.8 1 △ ○ ○ ○

○ 企業実習３
2年次第3回目の総まとめの実習として位置づけし、職場
担当者の指示の下、接客技術やｻｰﾋﾞｽ方法の向上、ﾎﾃ
ﾙ全体の動き、組織体制、ﾏﾈｰｼﾞｬｰの役割等を学ぶ。

2
前

320 8 ○ ○ ○

○
海外研修
旅行２

１年次の東南アジアに続き、欧米の観光事情、文化、歴
史、生活習慣、言語等を体験することでｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視
点、考え方を育成。改めて日本を再発見する行事科目。

2
後

80 3 ○ ○ ○

○ 学校行事２
各行事の主旨、目的に則し2年次の行事として就職ｶﾞｲﾀﾞ
ﾝｽ、ﾂｰﾘｽﾞﾑEXPOｼﾞｬﾊﾟﾝ見学、体育祭、弁論大会等を
実施。親睦を深め職業観の育成に繋がる行事を設定。

2
通

30 1 ○ ○ ○

○ JHS卒業ゼミ

テーマに合わせた集客できる新規レストランの事業計画
や店舗コンセプトを立案。グループごとに内容をまとめ、
プレゼンテーションを行う。優秀チームは、ホテルやレス
トラン企業の方々に参加いただく卒業発表会に参加。

2
後

28.8 1 ○ ○ ○

○
ﾎﾃﾙ経営演習
（HMS）

ﾎﾃﾙ経営の疑似体験として実施し、学生がｸﾞﾙｰﾌﾟ討議を
行い指導を得ながら経営計画と実績を分析し、ﾎﾃﾙの経
営実態、仕組みを理解する。短期集中ｾﾞﾐとして実施。

2
後

28.8 1 ○ ○ ○ ○

　　52科目 単位時間 単位

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。
以　上

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合

■履修方法 所定の授業への出席、学内試験の受験、課題の提出、所定の単位修得をもって履修 １学期の授業期間 12週

※「海外研修旅行」（校外）、「学校行事」（校外）は、授業方法の「実験・実習・実技」に含む。

合計 2,436 99

卒業要件及び履修方法 授業期間等

■卒業要件
本校所定の期間在籍し、所定の課程を修めた者。卒業に必要な単位数の取得、学費
の完納、必須取得検定の合格

１学年の学期区分 2期


